
可動式車止め コラムガードCG500Vは、大型の特殊車両や重機を利用する現場に採用された、フォークリフトを使って簡単に取り外しが行える大型の車止めです。

車止め陸側にはトラ縞反射シールを装備し、荷役作業の安全性と夜間の視認性を高めます。

最小寸法2500㎜(≒510kg)～最大3500㎜(≒720kg)まで製作可能です。

可動式車止め コラムガード : CG500V 

参考断面図・姿図

車止め 移動手順

車止め 移動イメージ

車止め（陸側）

夜間での反射イメージ

固定用支柱フォークリフト差し込み口

現場で使用されるフォークリフトのサイズに

合わせた製作が可能です。

通常設置時には支柱が下りて車止めとしての

強度を保持します。

側面の差し込み口にフォークリフトのツメを差し、
車止めを持ち上げます。　　　　　

車止めを移動後、安全なスペースにて仮置きします。
仮置時は、固定用支柱が上がってくる仕様です。　　　　　

移動の繰り返しによる保護として底面と

支柱の裏面に緩衝材を装着しています。

緩衝材

① 車止め設置状態 ② 車止め移動状況 ③ 車止め仮置き状況
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